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水粒子の軌道
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sin 𝝎𝒕 − 𝒌𝒙 = 𝑨𝒙(𝒛) sin(𝝎𝒕 − 𝒌𝒙)	

同様にして
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𝑨𝒛(𝒛) cos(𝝎𝒕 − 𝒌𝒙)

よって
(𝒙𝟎 − 𝒙)𝟐

𝑨𝒙𝟐
+
(𝒛𝟎 − 𝒛)𝟐

𝑨𝒛𝟐
= 𝟏

𝑨𝒛
𝑨𝒙

= tanh𝒌𝒉 なので hà∞でAz / Axà1 となり、円軌道
hが有限ならば、 Az / Ax< 1となり、⽔平⽅向に扁平な楕円軌道
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群速度がエネルギーの輸送速度になることを証明しなさい
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上式に与えられたΦを代⼊し
て

を利⽤する
と
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を利⽤すると

𝑊H =
𝜌𝑔U𝑎U
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𝜔
𝑘 ≡ 𝑐 を利⽤して 𝑊H =

𝜌𝑔U𝑎U𝑘𝑐
2𝜔U coshU 𝑘ℎ

1
4 sinh 2𝑘ℎ +

1
2 𝑘ℎ

分散関係式 𝜔U

𝑔 = 𝑘 tanh 𝑘ℎ を利⽤して⼀所懸命に変形すると

𝑊H =
1
4𝜌𝑔𝑎

U𝑐 1 +
2𝑘ℎ

sinh 2𝑘ℎ
を得る。


